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た
　
よ
　
り

　
古
里
を
離
れ
、
ふ
る
さ
と
の
知
り
た

い
事
を
一
番
身
近
に
知
ら
せ
て
く
れ
ま

す
の
が
、
「
な
か
さ
と
」
で
す
。

齋
喜

　
私
は
今
川
崎
市
に
居
り
ま
す
が
、
川

崎
と
言
え
ば
公
害
の
町
、
空
気
の
汚
れ

た
町
と
い
わ
れ
る
の
が
誠
に
残
念
で
す
。

川
崎
は
多
摩
川
に
沿
っ
た
長
い
市
で
す
。

指
定
都
市
に
な
っ
て
か
ら
は
川
崎
区
、

幸
区
、
中
原
、
高
津
、
多
摩
と
五
つ
の

区
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
に
川
崎

と
言
わ
れ
て
い
る
京
浜
工
業
地
区
が
公

害
問
題
の
地
域
で
す
が
、
山
手
地
区
に

は
ま
だ
茅
葺
の
屋
根
の
住
宅
も
あ
り
ま

　
　
知
一
（
臆
鰍
砒
鶴
住
）

す
、
小
高
い
丘
あ
り
空
気
も
き
れ
い
で

田
舎
の
町
と
同
じ
で
す
。

　
公
害
発
生
源
の
大
企
業
も
一
部
扇
島

．
埋
立
地
に
移
り
各
企
業
も
公
害
に
対
し

自
粛
し
て
居
り
数
年
前
よ
り
大
変
に
川

崎
の
空
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

市
役
所
前
の
有
害
成
分
（
C
H
N
）
の

濃
度
を
知
ら
せ
る
電
光
盤
に
は
常
時
デ

ー
タ
が
表
示
さ
れ
、
空
気
の
汚
れ
は
常

に
監
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
害
発
生
源

の
大
企
業
が
移
転
し
車
の
排
ガ
ス
規
制

が
実
施
さ
れ
、
各
企
業
が
公
害
に
対
し

自
粛
し
た
な
ら
ば
空
気
の
き
れ
い
な
住

　
き
～

み
よ
い
川
崎
に
も
ど
る
で
し
ょ
う
。
そ

う
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
一

日
も
早
く
公
害
の
町
の
汚
名
を
返
上
し

環
境
の
良
い
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
全

市
民
が
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
某
造
船
会
社
で
働
い
て
い
ま
す

が
昨
年
は
都
合
で
ふ
る
さ
と
に
帰
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
今
年
は
是
非
帰
り
た
い

と
今
か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
末
筆
乍
ら
農
村
発
展
の
た
め
に
御
尽

力
下
さ
れ
て
い
る
村
民
の
皆
々
様
に
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
お
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
人
生
往
来
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◇
闇
か
ら
鉄
砲

◇
弱
目
に
つ
け
こ
む

◇
楽
爪
苦
髪

◇
若
気
の
い
た
り

◇
早
起
き
は
三
文
の
徳

◇
あ
り
ご
（
蟻
）
の
穴
か
ら
土
手
が
く
づ

　
れ
る

◇
馳
鼠
（
い
た
ち
）

　
の
最
後
屍
（
ぺ
）

◇
急
が
ば
廻
れ

村
の
こ
と
わ
ざ

　
　
　
　
　
　
小
桓

◇
犬
（
い
ん
）
の
糞
の
か
た
き

◇
馬
の
耳
に
念
佛

◇
ウ
ド
の
大
木
（
ぼ
く
）

◇
鬼
昔
を
語
る
様

◇
親
に
似
な
い
子
は
鬼
子

◇
痒
（
か
）
い
所
に
手
が
届
く
様

　
◇
疑
心
　
暗
鬼

　
◇
口
か
ら
先
に
生
ま
れ
た
様

　
◇
乞
喰
が
米
こ
ぼ
し
た
様
（
「
小
風
食

　
　
っ
た
様
」
と
も
い
う
）

　
◇
三
人
よ
れ
ば
文
珠
の
智
恵

◇
知
ら
ぬ
が
佛

　
◇
旅
の
恥
は
か
き
捨
て

　
　
　
　
　
　
　
　
◇
仲
裁
は
と
き
の

p
　
定
夫
採
集
　
氏
神

　◇亭主を

尻
に
し
く

◇
と
る
ヒ
ジ
よ
り
使
わ
ぬ
ヒ
ジ

◇
泣
き
っ
つ
ら
を
蜂
が
さ
す

　
◇
二
の
句
が
つ
げ
な
い

◇
寝
糞
ね
ば
り

◇
鳩
が
豆
鉄
砲
く
っ
た
様

◇
人
は
見
か
け
に
よ
ら
ん
も
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

◎
産
　
声

柳
　
　
妙
子
　
　
壽
治

南
雲
　
　
学
　
　
　
一
　
男

小
林
和
彦
　
　
敏
和

南
雲
　
勝
巳
　
　
勝
　
雄

服
部
ひ
と
み
　
　
繁
昭

大
島
和
也
　
　
清
作

樋
口
　
隆
行
　
　
寅
次

江
口
恵
美
　
　
與
　
一

柳
　
　
和
子
　
　
良
　
二

◎
高
　
砂

　
新
郎
　
山
本
　
吉
和
（
昊
）

｛　
新
婦
　
風
巻
知
代
子
（
宍
）

｛
新
郎
鈴
木
久
雄
（
§

　
新
婦
　
鈴
木
　
　
道
（
一
宍
）

◎
昇
　
天

服
部
マ
サ
ノ
　
　
（
四
五
）

田干小倉荒芋東程干
　　　　　　田
沢溝原俣屋川沢島溝

上
　
山

津
南
町

田
　
中

津
南
町

桂

瀧
澤
　
賢
作
　
　
（
六
一
）
　
　
重

井
ノ
川
三
平
　
　
（
八
O
）
　
　
山

根
津
　
ミ
カ
　
　
（
七
九
）
　
　
芋

川崎地

山
本
　
萬
吉

※
今
月
号
よ
り
、

変
更
し
ま
し
た
。

（
八
五
）
　
葎
　
沢

発
行
日
と
活
字
等
を
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私たちの村
人　口 7，266（一42）

男 3，612（一22）

女 3，654（一20）

世帯数 1，664（一7）

響醐
　
　
　
　
…
』

三
『
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礎
…
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3月31日現在聡
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．
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q

『

発行所

新潟県中魚沼郡

中里村公民舘

毎月1回25日1
　　　　　　　し定価1部5円：

「
，
1
量
o
I
量
I
I
『
I
I
ー
ー
」

4月

光
永
館
（
縫
銅
残
）
完
成

　
お
年
よ
り
の
方
々
の
、
待
ち
に
待
っ

た
「
中
里
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
が

完
成
し
ま
し
た
。
名
称
を
「
光
永
館
」

と
し
た
こ
の
施
設
は
「
老
人
が
健
康
で

明
る
い
生
活
を
お
く
る
こ
と
」
を
目
的

と
し
て
、
国
お
よ
び
県
の
補
助
を
受
け

て
、
総
事
業
費
八
千
七
百
二
十
二
万
三

千
円
（
内
建
物
工
事
費
八
千
二
百
五
十

万
円
）
を
投
資
し
て
、
旧
役
場
庁
舎
跡

に
昨
年
七
月
か
ら
工
事
を
始
め
て
、
今

年
三
月
に
完
了
し
、
四
月
下
旬
に
は
セ

ン
タ
ー
開
き
を
行
な
い
、
み
な
さ
ん
が

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
魚
沼
三
郡
で
は
初
め
て
の
こ
の
建
物

は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
地
上
三
階

地
下
一
階
、
延
べ
床
面
積
六
百
四
十
七

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
入
口
か
ら
三
階
ま

で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
備
さ
れ
て
お
り

明
る
い
近
代
的
な
建
物
で
あ
る
。
地
下

に
は
宿
直
室
、
機
械
室
、
物
置
等
が
有
り
、

一
階
に
は
事
務
室
、
ロ
ビ
ー
の
ほ
か
に

男
女
各
八
人
く
ら
い
づ
つ
収
容
で
き
る

浴
室
が
あ
り
、
健
康
相
談
室
、
面
接
室
、

機
能
回
復
訓
練
室
も
備
え
ら
れ
て
い
る

二
階
に
は
図
書
室
、
娯
楽
室
（
和
室
）

研
修
室
（
和
室
）
、
作
業
室
が
有
り
、

三
階
は
ス
テ
ー
ジ
に
放
送
設
備
の
完
備

さ
れ
た
百
二
十
人
を
収
容
で
き
る
大
集

会
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
利
用
に
つ
い
て

　
こ
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
使
用
す

る
に
は
、
使
用
時
間
等
の
範
囲
が
定
め

ら
れ
て
い
る
の
で
、
次
に
掲
げ
る
主
な

点
を
よ
く
承
知
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て

お
お
い
に
活
用
し
て
下
さ
い
。
特
に
お

年
よ
り
の
お
ら
れ
る
家
族
の
方
に
は
、

手
続
き
上
の
不
備
等
で
そ
の
場
に
来
て

使
用
で
き
ず
ガ
ッ
カ
リ
さ
せ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

○
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、
原

　
則
と
し
て
中
里
村
に
住
む
六
十
才
以

　
上
の
人
。
（
一
般
の
使
用
も
可
）

O
伝
染
病
等
に
よ
り
、
他
の
人
に
伝
染

　
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ゐ
れ
る

　
人
は
使
用
で
き
な
い
。

〇
五
日
前
ま
で
に
使
用
申
込
書
を
セ
ン

　
タ
i
長
に
提
出
す
る
。
　
（
申
し
込
み

　
に
は
印
鑑
が
必
要
。
代
理
人
で
も
よ

　
い
。
）

o
中
学
生
以
下
の
人
は
保
護
者
が
同
伴

　
し
た
場
合
に
限
る
。

　
　
　
　
（
次
の
ぺ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く
）
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O
使
用
は
午
前
九
時
～
午
後
四
時
ま
で

　
と
し
、
準
備
、
後
片
づ
け
は
時
間
内

　
に
や
る
こ
と
。

○
休
館
　
日

　
　
一
、
日
曜
日

　
　
二
、
祝
日
に
基
づ
く
休
日

　
　
三
、
一
月
一
日
～
一
月
四
日

　
　
　
　
十
二
月
二
十
八
日
～
十
二
月

　
　
　
　
三
十
一
日

o
使
用
料

利
用
者

区
　
　
分

料
　
金

個
人

団
体

村
　
　
内

蓉
円

八
。
円

老
人

寸
　
　
　
　
ト

†
　
　
　
　
夕

二
8
円

暮
円

一
般

小
学
蚕
上
村
内

暮
円

小
学
憲
上
村
外

書
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
使
用
料
は
特
別
に
認
め
た
場
合

　
　
　
村
の
文
化
財
を
た
い
せ
つ
に
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
料
の
収
集
に
御
協
力
を

　
村
で
は
村
史
の
編
纂
に
と
り
組
む
事
　
　
村
内
の
資
料
（
文
化
財
）
を
整
理
し
て

と
な
り
、
こ
の
為
の
調
査
も
す
で
に
始
　
　
村
の
昔
の
生
活
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
機
会
に

写
真
上
は
資
料
室
に
展
示
さ

れ
た
い
ざ
り
機

　
　
　
　
左
は
村
内
の
石
仏
群

　
　
　
、
鴬
臨黛

嫌
　
　
　
以
外
は
前
納
と
す
る
。

　
　
▽
団
体
と
は
責
任
者
の
い
る
十
人

　
　
　
　
以
上
の
も
の
を
い
う
。

　
　
▽
使
用
料
の
免
除
に
つ
い
て
は
規

　
　
　
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
こ
の
外
こ
ま
か
く
村
の
条
例
や
規
則

に
定
め
が
あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
の
大

切
な
施
設
で
あ
り
ま
す
の
で
、
係
員
の

指
示
に
協
力
し
て
、
大
事
に
使
い
ま
し

ょ
う
。
1
電
話
番
号
ー
二
五
二
〇

　
公
民
館
で
は
以
前
か
ら
行
な
っ
て
い

る
民
具
資
料
の
収
集
を
今
年
も
ひ
き
続

い
て
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

生
活
用
品
、
農
耕
具
、
機
道
具
な
ど
で

不
用
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
協
力

下
さ
い
。
な
お
集
め
ら
れ
た
資
料
の
中

か
ら
代
表
的
な
も
の
を
選
ん
で
資
料
室

に
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

随
民
俗
調
査
“

路
傍
の
石
仏
を
た
ず
ね
て

　
公
民
館
で
は
今
年
か
ら
村
の
中
に
あ

る
石
仏
や
石
碑
や
道
し
る
べ
な
ど
の
調

査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

写
真
や
拓
本
を
取
っ
た
り
、
寸
法
を
測

っ
た
り
と
い
う
事
と
合
わ
せ
、
立
て
ら

た
年
代
と
そ
の
い
わ
れ
と
い
う
よ
う
な

記
録
も
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
近
く
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
ご

存
知
の
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
協
力
願

い
ま
す
。

国
年
通
信
㈹

＼

（
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
よ
う
）

　
人
の
一
生
に
は
、
た
と
え
ば
年
を
と

る
と
働
け
な
く
な
る
。
ま
た
病
気
や
事

故
で
働
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
そ

れ
に
一
家
の
大
黒
柱
を
失
え
ば
収
入
が

な
く
な
る
…
…
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
共
通
し
て

い
る
こ
と
は
、
収
入
を
得
る
力
が
な
く

な
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
個

人
の
力
で
十
分
準
備
し
て
お
く
こ
と
は

決
し
て
生
や
さ
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
そ
の
生
活

の
担
い
手
と
な
ゐ
の
が
国
民
年
金
で
す
。

い
わ
ば
年
金
は
、
長
い
人
生
航
路
の
船

頭
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
く

れ
ま
す
。
万
一
の
場
合
に
所
得
保
障
を

し
て
く
れ
る
こ
の
国
民
年
金
も
、
保
険

料
を
滞
納
し
ま
す
と
、
ま
す
ま
す
額
が

か
さ
み
、
い
っ
そ
う
納
め
に
く
く
な
り

ま
す
。
で
す
か
ら
保
険
料
は
、
決
め
ら

れ
た
期
限
ま
で
に
必
ず
キ
チ
ン
と
納
め

る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
（
老
令
年
金
を
請
求
さ
れ
る
前
に
）

　
国
民
年
金
の
老
令
年
金
（
通
算
年
令

年
金
を
含
む
）
は
、
定
め
ら
れ
た
資
格

要
件
を
満
た
し
た
人
で
あ
れ
ば
原
則
と

し
て
六
十
五
才
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
こ
の
場
合
、
本
人
の
希
望
に
ょ

り
六
十
才
か
ら
六
十
四
才
ま
で
の
間
な

ら
い
つ
で
も
年
金
を
繰
り
上
げ
て
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
年
金
を
受
け
る
に
は
裁
定
請
求
と
い

っ
て
、
一
、
定
の
手
続
き
を
役
場
の
窓
口

で
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
請
求
の

方
法
は
「
国
民
年
金
老
令
年
金
裁
定
請

求
書
」
又
は
「
国
民
年
金
通
算
老
令
年

金
裁
定
請
求
書
」
に
よ
り
請
求
し
ま
す

が
、
通
算
老
令
年
金
の
場
合
は
、
通
算

対
象
期
間
を
確
認
す
る
書
類
（
通
算
対

象
期
間
確
認
通
知
書
、
年
金
証
書
ま
た

は
恩
給
証
書
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
い
っ
た
ん
年
金
を
繰
り
上
げ
請
求
す

る
と
一
生
減
額
さ
れ
た
ま
ま
と
な
り
ま

す
し
、
年
金
が
増
額
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る

ほ
ど
満
額
年
金
と
の
差
は
広
が
る
一
方

で
す
。

　
い
ま
で
は
平
均
寿
命
が
男
七
一
．
七

六
才
、
女
七
六
・
九
五
才
と
延
び
て
、

だ
れ
も
長
生
き
す
る
時
代
を
迎
え
て
い

ま
す
。
長
い
老
後
を
考
え
て
み
ま
す
と

　
「
健
康
に
全
く
自
信
が
な
い
。
」
と
い

う
方
は
別
と
し
て
、
や
は
り
有
利
な
満

額
年
金
を
受
け
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
す

年
金
を
請
求
さ
れ
る
時
は
こ
の
こ
と
を

よ
く
考
え
て
見
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
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役
場
職
員
人
事
移
動

　
中
里
村
は
、
四
月
一
日
付
で
次
の
人

事
移
動
を
発
令
し
た
。

◎
異
　
動

▽
税
務
課
長

▽
建
設
課
長

▽
議
会
事
務
局
長

▽
教
育
委
員
会

▽
総
務
課
長

▽
総
務
課
付

▽
税
務
課

▽
建
設
課

（
）
内
は
旧
職
名

　
鈴
木
寛
巳
（
議
会
事
務

局
長
）

　
樋
口
信
治
（
教
育
委
員

会
庶
務
課
長
）

　
　
　
柳
栄
久
（
税
務

課
長
）

　
　
庶
務
課
長

　
樋
口
和
一
（
税
務
課
長

補
佐
）

　
鈴
木
善
雄
（
総
務
課
長

　
心
得
）

　
井
ノ
川
福
一
（
建
設
課

　
長
）

税
務
係
長
　
大
島
　
巌
（

　
建
設
課
管
理
係
長
）

課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
事

　
務
取
扱
、
富
井
一
男
（

四
月
一
日
付

　
　
　
　
　
課
長
捕
佐
兼
課
長
事
務

　
　
　
　
　
取
扱
）

▽
総
務
課
庶
務
係
主
任
、
村
山
茂
徳
（

　
　
　
　
　
　
総
務
課
管
理
係
主
任
）

▽
総
務
課
管
理
係
主
任
　
鈴
木
久
雄
（

　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
会
主
事
）

▽
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
主
任

　
　
　
　
　
　
吉
楽
克
之
（
総
務
課
庶

　
　
　
　
　
　
務
係
主
任
）

▽
産
業
課
主
事
　
樋
口
正
博
（
建
設
課

　
　
　
　
　
　
　
主
事
）

▽
建
設
課
主
事
富
井
英
雄
（
産
業
課

　
　
　
　
　
　
　
主
事
）

◎
退
職

▽
倉
俣
診
療
所
保
健
婦
　
樋
ロ
ミ
サ
ヲ

◎
新
採
用

　
　
な
　
　
し

体
育
指
導
員
任
命
さ
れ
る

　
中
里
村
の
ス
ポ
ー
ッ
振
興
を
促
進
す

る
た
め
に
組
織
の
育
成
・
指
導
助
言
・

各
種
ス
ポ
ー
ツ
行
事
へ
の
協
力
等
を
任

務
と
す
る
体
育
指
導
委
員
が
次
の
と
お

り
任
命
さ
れ
た
。

▽
井
之
川
将
男

▽
上
原
健

▽
広
田
雪
枝

▽
井
之
川
重
幸

▽
桑
原
け
い
子

▽
太
島
康
太
郎

▽
山
田
政
一

▽
鈴
木
邦
俊

▽
太
島
憲
一

▽
高
橋
一
恵

　
　
保
険
証
が
変
り
ま
し
た

　
四
月
一
日
に
、
新
し
い
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
（
桃
色
）
が
交
付
さ
れ

保
険
証
の
番
号
も
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
三
月
か
ら
ひ
き
つ
づ
き
お
医
者
さ
ん

に
か
か
っ
て
い
る
人
で
、
新
し
い
保
険

証
を
、
お
医
者
さ
ん
の
窓
ロ
ヘ
提
出
し

て
い
な
い
人
は
、
至
急
提
出
し
、
新
し

い
保
険
証
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
課
）

村内教職員

人事移動

小林校長村山校長

　
　
敬
老
会

　
各
地
区
の
敬
老
会
が
次
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
す
。

倉清土高田貝
　津　道
俣峡倉山沢野

四
月
二
二
日
慈
眼
寺

四
月
二
七
日
総
合
セ
ン
タ
ー

五
月
　
三
日
高
道
山
小
学
校

五
月
　
八
日
土
　
倉
　
分
校

五
月
　
六
日
改
善
セ
ン
タ
ー

五
月
一
〇
日
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
（
社
会
課
、
公
民
館
）

　
　
祝
電
は
お
早
め
に

　
春
は
電
報
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

特
に
日
曜
、
祝
日
、
大
安
の
日
が
ラ
ッ

シ
ュ
に
な
り
ま
す
。

　
電
報
は
十
日
前
か
ら
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
三
日
以
前
に
打
ち
ま
す
と
百
五

十
円
減
額
さ
れ
ま
す
。
な
お
配
達
日
を

指
定
し
て
も
、
そ
の
料
金
は
無
料
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

転 出 転 入

転 出　　先 旧 任　　校
学校名 職名 氏　名 職名 氏　名

所在地 学校名 所在地 学校名

田沢小 校長 池田　周一 南魚沼郡 浦佐小 校長 小林　　稔 上越市 社教主事
教頭 伊藤　　功 津南町 津南　中 教頭 佐藤　　徹 小千谷市 山　谷　小
教諭 関谷喜代 （退 職） 教諭 吉川　剛尚 松之山町 松里小
〃 岩田　　芳 （ 〃　） 〃 田村　　佳 十日町市 十日町小
〃 平野久美 中里村 高道山小 〃 汐田　閑子 （新 任）

養助 宮川美枝子 三島郡 夏戸　小 養助 志賀洋子 （ 〃　）

高道山小 教頭 福崎一夫 小千谷市 山　谷　小 教頭 内山一良 中里村 貝　野小
教諭 本間めぐみ 新潟市 下　山　小 教諭 平野　久美 〃 田　沢　小

倉俣小 教頭 坂井一磨 刈羽郡 上小国小 〃 松浦　　恵 浦川原村 月　影小
教諭 竹原真佐子 中里村 貝　野小 〃 金沢庸子 津南町 中津小

貝野小 教頭 内山一良 〃 高道山小 教頭 高橋昭三 松代町 北山小
教諭 栗原　リン 十日町市 馬場　小 教諭 竹原真佐子 中里村 倉俣　小
〃 加納勇次 柏崎市 枇杷島小 〃 根津正夫 長岡市 表町小
〃 山本恒夫 加茂市 加茂小 〃 栗林　　稔 刈羽郡 赤田小
〃 今村茂子 南魚沼郡 堀之内小 〃 白崎久子 （新 任）

清津峡小
〃
校長

南　　清

竹村春次
　（休
東蒲原郡

職）

上条小 校長 村山安太郎 塩沢町1栃窪小
土倉分校 教諭 久保田恭司 六日町 六日町小 堀田俊哉 （新 任）

小川　久昭 （ 〃　）

田沢中 教諭
〃

藤木正臣
渡辺秀男

十日町市

六日町
十日町小
六日町中

教諭

養教
小島利文
池田富子

六日町
新井市

六日町中

新井小
〃 佐藤敏郎 岩船郡 塩野町中

倉俣中
貝野中

養助

養教

教頭

教諭

〃
〃

丸山好子
馬場京子
高橋憲治
菊地洋二
大島　　勲

山崎十五郎

　（臨
三条市
　（退
長岡市
上越市
西蒲原郡

時）

須頃小
職）

西　　中

城西中
地蔵堂郷中

養助

教諭

〃
〃
〃

小林洋子
中村幹彦
佐藤義雄
今井和幸
山崎昭七

柏崎市
三島郡
西蒲原郡

柏崎市
　〃

上米山中寄

三島中
中之口中

第一中
中通中

〃 早川雅雄 松代町 松代中 吉田収作 （新 任）


